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最高の価値（ヨハネ13：31-35）
　
イエス様が、この世に残される教会、また、信徒に向かって一つの戒めだけをおっしゃいました。それ以外に入らないし、また、それで十分だという意味ではないでしょうか。それが今日、聖書の箇所に教えられています。互いに愛し合いなさい。それで教会に行ってみると、大きな字で「神は愛なり」と書いてあって、愛という言葉がとてもみな好きです。そして、それを物差しにして、この教会は愛がある、愛がないと文句を言うための基準にしてしまう場合もあります。そのようなレベルの愛という内容ではありません。間違いなく、この一つの戒め以外には、実は何もおっしゃっていません。旧約の聖書には、数多くの数えきれないほどの戒めが教えられていますが、キリストであるイエス様が十字架にかけられて、よみがえられてすべてを終えられた後、教会が誕生するようになりますが、そこには一つの戒めしか言われていないということを心に刻んでいただきたいと思います。そのために、それさえしっかりと守ることができれば信仰生活に勝利できるし、また、教会生活にも勝利できるようになり、その結果、この世を変えていく証人として、主人公として用いられることができるということになります。非常に大切なメッセージではないでしょうか。しかし、先ほど申し上げましたように、互いに愛し合いなさいという言葉の意味を正しく理解していないので、愛がある、ないという文句の方に走ってしまったり、ものすごく重荷に感じて負担に思ってしまったりということが少なくないと思います。

それで、イエス様が最後の戒め、それから、世に残される教会、信者に向かって、互いに愛し合いなさいとおっしゃったのは、その背景というものがあるのです。先週も申し上げましたように、イスカリオテ・ユダがイエス様を裏切ることになり、もうじきイエス様は十字架にかかる予定です。それをイエス様ご自身は栄光を受けるようになったとおっしゃいました。それは十字架のことを意味するし、十字架のあと、復活のこと、その後、天の御座に昇られるそのすべてを全部、総合的にしておっしゃることです。それで、イエス様が弟子たちにおっしゃったのは、「いましばらく一緒なのですが、あなたがたはわたしが行くところに来られない。つまり、肉体的には離れることになるよ」。それは十字架を意味しているし、また、天に昇られるということを全部含めておっしゃっていることです。裏返しますと、それなのにあなたがたは、地上にそのまま残される。それを教会と言います。それを信者、クリスチャンというわけです。そのような文脈の中で、だから、あなたがたは、そのような存在、教会なので、互いに愛し合いなさいとおっしゃるのです。ですから、互いに愛し合いなさいという戒めを守って、本当に勝利ある人生を歩むためには、いまイエス様がおっしゃいました十字架、復活、天の御座に昇られるということが何を意味するのか、それをとおして、どういうことが明らかにされたのかを理解しないと、互いに愛し合いなさいというメッセージの意味は正しく理解できないと思います。いまイエス様がおっしゃっているそのことばの意味は、キリストであるイエス様が、十字架にかけられること、そして、よみがえられて天に昇られたということをとおして、人生の最も重要な奥義、秘密が明らかに示されたということなのです。それをバックにしておっしゃっていることです。十字架をとおして、イエス様の救いのみわざをとおして、なにが明らかに明確に示されるようになったのでしょうか。クリスチャンの私たちは、それをしっかりと見ていかないといけません。
まず、第一に、人間は、どれほど絶望的な存在なのかという人間の本当の姿が明確に現れました。十字架をとおして。世の中ではそういうことをだれも言っていません。世の流れ、世の中の人々の声というものは、人間は無限の可能性を秘めている存在だ。がんばればできる存在だ。内側にあるものをしっかり引き出すことができないから問題であって、それを引き出すことさえできれば、それをエデュケーション、教育という言葉を使います。それさえあれば人は変わる。人はすばらしい存在だと、あらゆる角度から、いろいろな方面から、そういうことを唱えています。しかし、イエス様の十字架は、そのすべての口を閉ざして、そのすべての声を黙らせることです。一言だけ、人は絶望的な罪人だ。何を考えているのか。何を言っているのか。それが十字架をとおして語られるメッセージです。それをまず聞かない限りは、それを見ていない限りは、互いに愛し合いなさいというメッセージを守ることができません。愛さなければと思うのですが、そこら中にある愛と言われているものと同じものになるしかありません。いま、聖書が語っているメッセージ、愛というものは、そういうものではありません。まず、イエス様が栄光を受けられた、そして、イエス様が弟子たちを離れることになり、弟子たちがこの世に残されるという背景をもって理解しないといけません。皆さんは、十字架をとおしてそのメッセージを聞いたことがあるでしょうか。それが自分に対してのメッセージだと思ったことがあるのでしょうか。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。世の中では、すべての人という概念はありません。偉い人もいるし、だめな人間もいるし、人間の外見や様々な条件によって評価が変わるようになります。しかし、それは勘違いです。神様がご覧になったときには、そういうことなどありません。すべての人は絶望的な罪人であり、これっぽっちも可能性がありません。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって、生まれたときからたましいは死んだままの状態であり、神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるものなのです。すべての人間が。だから、自分でどんなに頑張ろうとしても、世の流れに従って、空中の権威を持つ支配者、サタンに従って歩いて行くしかない存在です。どこでそれが一番明確に、明白に示されるものでしょうか。十字架を見上げてみてください。そこら中のいろいろな人が言うことに耳を貸さずに、十字架を見上げて聞いてみてください。そして、イエス様の十字架と復活と、天に昇られたことをとおして、私たちは、神様の無限の愛を示されるようになります。だからこそ、神様の愛は無限の愛なのです。様々なルール、法則、法律があります。いろいろな規律、規定などがあります。そのすべての法律を越えられる愛なのです。それに当てはまらないものなのです。また、計り知れない愛です。計算に当てはまらないものです。どのように計算するのでしょうか。私たちの計算は1+1=2なのです。そのような計算の法則にはまったく当てはまらない無限の愛です。それが十字架をとおして示されるものではないでしょうか。人間のほうからは絶対にお返しすることができない無限の愛です。神様の愛に、私からお返しする、そうすると、少し負担が軽くなるのでしょうか。そのような愛ではありません。お返しできません。ただいただいて「ありがとう」と感謝するしかありません。私たちが持っているもので、ああだ、こうだと反応を示すことができません。そして、私たちの条件とは全く関係なく、無条件、愛を注がれました。無条件の愛、無限の愛です。私たちのレベルから見ると、天才であれ誰であれ、人間のレベルから見たときには、不可思議な愛です。世界四大不可思議と言われるものがありますが、そういうことは類に入りません。神様の無限の愛、不可思議な愛。ローマ8：32には、ご自分の御子を惜しまずに、犠牲のいけにえとしてささげた方がと表現しています。罪のない神様ご自身である御子イエス・キリストを惜しまずに、絶望的な滅びるしかない罪人である私たちのために犠牲のいけにえとしてささげたとあります。これが神様の愛です。まだ、わたしが罪人であったときに、イエス・キリストが十字架にかけられて、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかに示されたとローマ5：8には言われています。Ⅰヨハネ4：10には、私たちが神を愛したのではなくて、神が先に私たちを愛してくださったとあります。計り知れない、計算に当てはまらない、皆さんの小さな頭でそれを全部理解しようとすると無理です。世の中の地球のどこかに、それに似たような者の愛を探そうとすると無理です。宇宙にそのような愛は存在しません。家族の間にも、恋人の間にも、親子の間にもそのような愛は存在しません。無限の愛です。イエス様ご自身もおっしゃいました。わたしが来たのは仕えられるためではなくて、仕えるために来たのだ。多くの人のいのちのために、犠牲のいけにえとしてご自分をささげるために来たとおっしゃっています。だから、私たちにはこのようにしか言うことができません。神の恵みのゆえに、信仰によって救われたと。そして、その神の無限の愛は、私たちは、もう絶望的な罪人なので、神様ご自身が100％、200％すべてを成し遂げられました。ヨハネ19：30、すべてを完了したとあります。完璧な愛です。だから、イエス様の十字架と復活、また、天の御座に昇られたことをとおして、何が明らかに示されるのかというと、ヨハネ3：16に言われているように、だれでもこのイエス様、御子を信じる者は、滅びることなく永遠のいのちを持つためです。このイエス様を信じることによって救われるようになるのです。他には、道がありません。他には、何も要求されていません。他には、何も条件などはありません。ローマ10：13、だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、救われます。だから、イエス様は、すべて疲れて、重荷を負っているものは、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげますと招いていらっしゃるのです。それが十字架をとおして明確に示されました。なるほど、人が助かるのは、イエス様を信じること以外にはない。神の無限の愛に甘えること以外には、方法がないということが明らかにされました。頑張るからできるわけではないし、政治家が変わるから、なにかが変わるわけでもないし、システムが世界的にどういう組織が作られるかによって人類に希望があるわけではなくて、だれでもイエスを信じる者は救われます。

そこで、十字架と復活をとおして明確にされたのは、このイエス様を信じる信仰によって人生の明暗が分かれるということです。良い大学に入ること、良い会社に就職することによって、人生の明暗が分かれるわけではなくて、どんなお嫁さん、旦那さんに会うのかによって、人生の明暗が分かれるわけではなくて、どこの国に生まれるかによって、人生の明暗が分かれるわけではなくて、才能があるかないかによって、人生の明暗が分かれるわけではなくて、イエス様を信じるか信じないかによって、人生は分かれるものなのです。それをベースにしておっしゃることです。イエス様を信じる者は救われます。永遠のいのちに預かれます。イエス様を信じない者は、どんな人間であっても滅びます。だれでもイエスの中にいる者は、祝福の者、イエスの外側にいる者は、どんなおお金持ちであってものろわれています。問題は、クリスチャンの方々が、この基準が明確ではないわけです。それでもあの人は幸せだろう、あの人は偉いだろうと、十字架の前でこれが明確にされました。イエス様を信じる者は幸せな者。イエス様を信じていない人は、愛情たっぷり注がれて育っても不幸なものなのです。イエス様が基準です。それがこれっぽっちも迷うことがないように明確に明らかにされたということを、十字架を見上げつつ見ていないと、何の意味もないのではないでしょうか。イエス様を信じる者は天国、信じない者はどんなに善良な人間でも地獄なのです。これが明確にされました。これ以上、何も文句を言えないように明確にされました。イエス様を信じる信仰を持っている者は善たるもの、イエス様を信じることができないものは悪たる者なのです。自分の財産を全部犠牲にして貧しい人間を助けたとしても、イエス様を信じていないものは悪とおっしゃっていることを、それが十字架で明確に示されました。イエス様が、人生の分かれ目なのです。人生の祝福とのろいの鍵です。本当にそのように信じていらっしゃるのでしょうか。それが明確になっているのでしょうか。そうならば、十字架と復活、天の御座に昇られたことによって、何より明確に示されたのは、この世の希望はイエス・キリストの福音の他にはないということです。この地球の本当の必要は、キリスト、イエスの福音です。それが曖昧なことなく、明確でなければいけません。この地球全体が、イザヤ60章に書いてあるように、また、ヨハネの福音書の冒頭で示されているように、暗やみに覆われています。国が違って、民族が違い、経済の程度、軍事力などが違っていても、この世、諸国の民は闇に覆われているのです。だから、この世の中に必要なのは、軍事力や政治力ではなくて、教育の内容ではありません。経済でもなく、まことの光が照らされなければいけません。そのまことの光が世に来られました。その方が、キリストであり、イエス・キリストなのです。だから、この世に必要なのは、イエス・キリストの福音であり、この福音が伝えられないといけません。だから、福音宣教、伝道こそが、この世の希望であり、何より大切なものであり、唯一の希望です。その福音宣教によって、イエス・キリストの福音が宣べ伝えられるところに、神の国が臨まれるようになります。神の国こそが唯一の希望です。だから、イエス様は、すべて終えられて復活なさった後、最後の最後のメッセージをすべての民族の方に出ていき、イエスの福音を宣べ伝えなさい。地の果てにまで、イエスの証人となる。それを最後のメッセージとして残されました。
それから、よみがえられた後、時代が変わり、終末の時代が始まります。その終末の時代は、もうすべてが終わったので、本格的に、この世に絶対に、また、唯一、必要なイエスの福音が宣べ伝えられる、世界中に宣べ伝えられる時代が始まったということ、これがイエス様の復活です。なぜでしょうか。なぜそのような時代を、神様は始められたのでしょうか。福音宣教、イエス・キリストの福音の他には、この地球に希望がないから、この地球を、世を愛していらっしゃるからです。その時代が始まろうとしていて、イエス様は、天に昇られます。そして、弟子たち、教会は、そのためにこの地球に残されます。そのためです。もしその理由がなければ、すべて一緒に終わらせて天国に連れていけばいいのではないでしょうか。そこでおっしゃったのです。だから、互いに愛し合いなさいと。いま申し上げました十字架の上で明確にされていることが、皆さんに明確になっていない限りは、互いに愛し合いなさいということが無理でしょう。負担になるしかないし、違う色を帯びるしかありません。愛がある、ないとか言う材料にするしかありません。つまり、互いに愛し合いなさいというのは、教会に向かって、兄弟姉妹同士、信者同士のルールなのです。なぜそれが言われているのでしょうか。この十字架をとおして、明らかにされていることをとおして、それがわかっている人にとっては、すべてが新しくなります。すべてを改めるようになります。まず、なにが変わるかというと、理由が変わります。なるほど、歴史が流れている理由、それが福音宣教というテーマとのためなのだね。自分が就職して出世して良い家庭を作り、世の中をどうにかするために歴史が存在するのではなくて、世界福音化、福音宣教、世の中の唯一の希望である福音宣教のために歴史は流れています。マタイ24：14、この福音が全世界に宣べ伝えられてから世の終わりの日が来る。神様は、そのために歴史を動かしていらっしゃるし、それにすべてのステップ合わせていらっしゃる方です。その意味が分かっていないと、互いに愛し合いなさいというメッセージの意味を理解することができません。そして、自分の存在の理由が変わります。自分は、家庭を守るために、子どもを育てるために自分の専門を生かして、成功するために…いろいろな理由があったでしょうが、それが全部消されて、自分の存在の理由は一つしかありません。エペソ1：8、神が召された望みがひとりひとりにあります。パウロは言いましたピリピ1：23-24において、私はもう天に行きたい、この世にいる理由がない。しかし、福音宣教のためであれば、世にいるのもありなのだと、自分の存在の理由が、福音宣教のためなのです。それは仕事もほったらかしにして、福音宣教に、伝道にという意味ではありません。仕事をするために生きるものではなくて、福音宣教のための仕事なのです。その仕事が福音宣教の現場であり、福音宣教の材料にもなるし、また、福音宣教に貢献できる道具にもなるし、様々な理由を持つのですが、でも、目的は福音宣教なのです。結婚するのも愛があるから結婚するわけではありません。もちろん、愛がないのに結婚するのも問題でしょうが、福音宣教のために結婚というものがあるのです。存在の理由が変わります。
それから、人生の解釈が変わります。過去に様々なことがありました。辛いこと、うれしいこと、いろいろありました。それが辛い、うれしいにとどまっていてはいけません。そのすべてが福音宣教のためにあったものなのです。そのように変わります。そして、結局、こうなるでしょう。自分において、また、この人生、地球において、最高の価値は、今まで子どもだ、仕事だ、間などと思っていたその価値が全部崩れて、最高の価値はキリストとキリストの福音なのだと。パウロが言いました。今まで自分が自慢にして価値があると思っていたもの、全部、キリストのゆえにちりあくただと思うと。それは価値がわかったということでしょう。最高の価値はキリストの福音であり、その福音をとおしていのちが助かることです。いのちです。そして、そのための動きが福音宣教です。それこそ最高の価値です。福音と伝道に最高の価値を持って行かない限りは、互いに愛し合いなさいという意味が理解できないと思います。いま地球がそういうものだし、いまの時代がそういう時代だし、すべてを終えられて、そのために教会を、信者を残すのです。そこに何が必要でしょうか。いまこのような意味を全部理解して、最高の価値が福音と福音宣教にあるものであれば、そういう目で見たときに、外見と関係なく、その福音をもって福音を伝えるべきクリスチャンひとりひとり、兄弟姉妹、教会は、どれほど貴重な存在なのだろうという目を持つでしょう。そういう目を持たない限りは、互いに愛し合いなさいというのは、理解できません。そういう貴重な意味合いをもって、それが傷つかないように大事に、大事にしなさいということでしょう。大事な存在だという理解がないのに、大事にすることができるでしょうか。大事にするというのも、ただ大事にするのではなくて、この目的に合わせて、自分のこのような別世界の価値に目覚めて、福音宣教という聖なる目的をまっとうすることができる絵をもって、それに近づけるためにどうすればいいのかと考えるでしょう。それが愛です。それを愛と言います。愛は、目的があるものです。そのために残されたのですから。だから、貴重な存在だという理解の上で、ダイヤモンドが貴重なので大事にするでしょう。大事にするというのは、別に法則があるのではありません。その大事な存在が大事に守られて、目的通りに行くようにすれば、それがメインなので、そうするためには何がいいのか、何を止めるべきなのか、その都度、その都度考えれば正解が出ます。だから、ルールは、互いに愛し合いなさい、この一つしかありません。いちいちこうして、ああしてということはありません。ときには、愛するがゆえに、自分が正しいにもかかわらず、間違っているという場合もあるのです。あるいは、自分が間違っているのに、その愛があるがゆえに、もう少し主張する場合があるかもしれません。だから、決まったルールがあるわけではありません。問題は、愛し合いなさいというのは、本当の価値が福音と福音宣教なのかどうかの問いかけなのです。そこに愛があります。だから、愛という言葉を聞いたときには、自分がどこに本当の価値をおいているのかということを振り返らないといけません。その問いかけです。本当にキリストの他にはすべてがちりあくたなのか。あなたにとって。そうならば、愛し合いなさい。福音宣教こそがこの地球の唯一の希望、それこそが最高の価値なのか。あなたにとって。そうならば、その福音宣教のために、いま世に残されて守られている兄弟姉妹をその目で見なさい。大事にしなさい。つまり、外見で兄弟姉妹を見るのではなく、この貴重な存在として、これが全うされる希望を胸に抱いて、兄弟のために祈ることです。自分の価値に目覚めるように。だから、保護して育成したりするのです。
それから、その目的があるがゆえに、愛の戦いではないのですが、愛以外の他の争いや戦いなどは全部捨てることです。意味がないものです。それが愛です。譲るのです。自分が間違いでしたと。あなたこそが最高ですと褒めることです。なぜでしょうか。目的は、メイン一つあるわけですから。福音をいただいて、福音宣教のために、いまの終末の時代に教会として召されている存在です。ただ今現在はよくわかっていない。だから、古きものがそのまま混ざっていて、いろいろな苦労、葛藤、変なこともしているかもしれません。でも、貴重な存在なので、入り混ざっているものがダイヤモンドとして輝くためにはいろいろな作業があるのではないでしょうか。それを愛と言います。だから、我慢しながら、ダイヤモンドという価値がわかっているから、忍耐をもって、寛容をもって、その価値に目覚めるように祈っていくのです。もしそれに他の争いや他の主張などが,それに傷になり邪魔になるのであれば、それを全部止めることを決心するのです。それを愛と言います。そういう意味で、イエス様がこの教会に残された戒めは一つしかありません。互いに愛し合いなさい。裏返しますと、福音と福音宣教に最高の価値を置きなさい。それを一瞬たりとも忘れないように。そういう戒めです。そこにすべてがあるわけですから。いま私たちはそのような時代を生きているものです。ぜひ、この互いに愛し合いなさいという戒めを心に覚えて、いつも問いかけてください。何が私にとって最高の価値なのだろうか。結局、なにがその人の価値なのかによって、判断の基準が全部変わります。子どもが最高の価値な場合には、子どもによって全部動かされます。福音と福音宣教に最高の価値を持つ。それで本当の意味での愛の道を歩くことができるクリスチャンであることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。十字架にかけられ天に昇られる前に、この世に残される教会に向かって、互いに愛し合いなさい、貴重な存在、この地球のための唯一の希望なのだとおっしゃっているメッセージをありがとうございます。その目で兄弟姉妹、教会を見ることができるように、その愛し合いなさいというルール以外に、すべての争いを捨てることができるように、また、止めることができるように、ひとりひとりを導いてください。いつでも愛という言葉の前で、福音と福音宣教が最高の価値なのかどうかを自問自答する習慣を身に着けることができるように兄弟姉妹を導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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